
情報公開文書  

以前に当院の皮膚科を受診された患者さんへ 

1. 研究の名称

免疫・アレルギー性皮膚疾患の免疫学的解析

2. 倫理審査と許可

京都大学大学院医学研究科・医学部及び医学部附属病院 医の倫理委員会の審査を受け、

研究機関長の許可を受けて実施しています。 

3. 研究機関の名称・研究責任者の氏名

研究責任者氏名：奈良県立医科大学・皮膚科学　新熊 悟

研究代表者氏名：京都大学病院・医学研究科皮膚科 椛島 健治

共同研究機関について 

この臨床研究は、以下の施設との共同研究です。研究対象者のデータは個人識別情報を切り

離した上で、以下の共同研究機関へ試料(血液サンプル、組織サンプル、角質試料サンプ

ル、スワブサンプル)または解析データが提供されます。

試料提供先 責任者 役職 

東京大学医科学研究所 石井 健 教授 

千葉大学大学院医学研究院

イノベーション医学

倉島 洋介 准教授 

Department of Dermatolog

y・The Mount Sinai Medica

l Center・Assistant Profe

ssor 

Emma Guttman Assistant Professor 

Laboratory of Investigati

ve Dermatology・Rockefell

er University Hospital 

James Krueger Professor/Principal Investigator 

理化学研究所 岡田 峰陽 チームリーダー

浜松医科大学皮膚科 本田哲也 教授 



順天堂大学大学院医学研究

科 

横溝岳彦 教授 

Singapore Immunology Netw

ork Agency for Science, 

Technology and Research 

Florent Ginhoux Principal Investigator 

Skin Research Institute o

f Singapore, A*STAR 

John Common Principal investigator 

Laboratory of Human Embry

ology & Genetics, Institu

te of Medical Biology, A*

STAR 

Bruno Reversade Professor & Director 

Institute of Medical Biol

ogy, Agency for Science, 

Technology and Research 

Oliver Dreesen Principal Investigator 

東レ株式会社・医薬研究所 戒能美枝 創薬薬理研究室室長 

National Institute of All

ergy and Infectious Disea

ses, National Institutes 

of Health 

Yasmine Belkaid Senior Investigator 

Institute of Medical Biol

ogy, Agency for Science, 

Technology and Research 

Oliver Dreesen Principal Investigator 

Immunology Translational 

Science and Medicine 

Immunodermatology Transla

tional Science Lead 

Janssen Research & Develo

pment, LLC 

Ernesto J. Muñoz Sr. Director 



Translational and Functio

nal Genomics Branch 

National Human Genome Res

earch Institute, National 

Institutes of Health 

Julie A. Segre Branch Chief and Senior Investigator 

九州大学大学院 林 哲也 教授 

資生堂みらい開発研究所 松永由紀子 シーズ開発センター肌質価値開発グルー

プ

グループマネージャー 

ライオン株式会社ウェルビ

ーイング研究所 

山田 成吾 所長 

京都医療センター 十一 英子 部長 

岐阜大学高等研究院 朝比奈 良太 特任准教授 

京都大学がん免疫センター 杉浦 悠毅 特定准教授 

Institut Pasteur Yasmine Belkaid Director of Institute 

公益財団法人かずさDNA研究

所 

小原 收 副所長・ ゲノム事業推進部長 

Department of Health Tech

nology, Technical Univers

ity of Denmark 

Edwin Hwu Associate Professor 



京都大学医学部附属病院皮膚科におけるサンプル及び以下の施設からヒト組織サンプ

ル、あるいは血液サンプルが提供されます。

試料提供元 責任者 役職 

P and Gイノベーション合同会

社・SK-II Global Technic

al Marketing/Communicat

ions 

Xianghong Yan Senior Manager 

Translational and Functional 

Genomics Branch 

National Human Genome Resear

ch Institute, National Insti

tutes of Health 

Julie A. Segre Branch Chief and Senior Investigat

or 

関西医科大学皮膚科 谷崎 英昭 教授 

浜松医科大学皮膚科 本田 哲也 教授 

兵庫医科大学皮膚科 金澤 伸雄 教授 

浜松医科大学第二内科 須田 隆文 教授 

京都医療センター 十一 英子 部長 

日本赤十字社 紀野 修一 血液事業本部長 

岐阜大学高等研究院 朝比奈 良太 特任准教授 

Department of Dermatology 

and Allergy, University o

f Copenhagen 

Lone Skov Professor 

Institut Pasteur Yasmine Belkaid Director of Institute 



鹿児島大学医学部皮膚科学 江川形平 教授 

産業医科大学皮膚科学 澤田 雄宇 教授 

佐賀大学医学部内科学講座皮膚

科 

杉田 和成 教授 

国立病院機構四国がんセンター 藤山 幹子 副院長 

奈良県立医科大学　皮膚科学 新熊 悟 教授 

Department of Health Technol

ogy, Technical University of 

Denmark 

Edwin Hwu Associate Professor 

4. 研究の目的・意義

皮膚は全身の窓と言われ、特に免疫の状態が皮膚の症状としてあらわれるさまざまな病気

があります。個々の病気の免疫学的解析による病態解明を通じて、新しい診断と治療法を開

発することが不可欠です。アトピー性皮膚炎や乾癬といったアレルギー疾患では、新しいタ

イプの免疫担当細胞がその病気に深く関与している事が解ってきました。また、蕁麻疹、薬

疹、接触皮膚炎（かぶれ）といった病気でもこれら免疫担当細胞の関与が予想されます。さ

らには皮膚表面に存在する細菌や真菌がこれらの疾患の病態に関与していることが明らかに

なってきています。この研究にご協力頂くことで他の方法や、通常の検査では検出できない

免疫の状態を知ることができます。より正しい診断に生かすことができます。将来、この研

究でわかったことが、病気の診断や治療を進歩させる可能性がありますが、それは、多くの

研究の結果が蓄積された結果であって、残念ながら長い時間がかかるので、今回の研究にご

協力いただいた方の診療に、今回の研究の結果が反映されることはありません。この研究を

通して様々な免疫・アレルギー性皮膚疾患の理解を深めることにより、よりよい診断と治療

法の開発に繋げることを目指しています。

5. 研究実施期間

研究機関の長の実施許可日から2030年11月10日までを予定しています。

6. 対象となる試料・情報の取得期間

2016 年 10 月06 日～2025 年11月7日の間に、奈良県立医科大学附属病院 皮膚科を受診

した皮膚疾患患者さんで、生体試料の保管と将来の研究利用についての説明文書に同意のも

とに皮膚生検を受けられた患者さんを対象とします。  
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7. 試料・情報の利用目的・利用方法

この研究では、様々な免疫・アレルギー性皮膚疾患の患者さんの皮膚、および免疫・アレ

ルギー性皮膚疾患ではない患者さんの皮膚の免疫の状態を比較して、それぞれの病気におい

て重要な免疫担当細胞や病因を調べることを目的にしています。診療のために採取された皮

膚または血液を用い、組織学的な解析と遺伝子の発現を網羅的に解析した結果を組み合わせ

ることで病気の原因を調べます。子孫へ受け継がれる遺伝子（DNA）の解析は実施しませ

ん。 試料・情報は共同研究機関に個人が特定されない状態で提供されます。また、測定の

委託のために試料のみを個人が特定されない状態で外部研究機関に提供することがありま

す。

8. 利用または提供する試料・情報の項目

試料として診療または研究のために採取された皮膚または血液を用います。 情報とし

て、年齢・性別・診断名・病気にかかっていた期間・重症度および受けた治療の内容、血液

検査の結果（血算、白血球分画、赤沈、CRP、抗核抗体など）、診察記録および皮膚症状、

病理組織標本の画像データを用います。  

9. 利用または提供を開始する予定日

研究機関の長の実施許可日以降に使用します。

10. 試料・情報の管理について責任を有する者の氏名または名称

奈良県立医科大学 学長

京都大学病院・医学研究科皮膚科  椛島 健治

11. 研究対象者またはその代理人の求めに応じて、研究対象者が識別される試料・情報

の利用または他の研究機関への提供を停止すること及びその方法

  ご自身の試料・情報を研究に利用されたくない方は、下記 14.の連絡先までその旨お知

らせ頂ければ、解析対象から除外します。

12. 他の研究対象者等の個人情報および知的財産の保護等に支障がない範囲内での研究

に関する資料の入手・閲覧する方法

  研究について詳しく知りたい場合は、他の研究対象者の個人情報保護や研究の独創性に

支障のない範囲で研究計画書や研究の方法に関する資料を見ることができます。下記14.の

連絡先までご連絡下さい。

13. 研究資金・利益相反

1) 研究資金の種類および提供者

この臨床研究は、公的研究費である科研費「皮膚を場とする外的刺激に対する生

体応答機構の包括的解明 (15H05790)」により実施します。研究の一部はヤンセンバイオテ

ック、東レ株式会社、P and Gイノベーション合同会社、マルホ株式会社、資生堂みらい開

発研究所との共同研究に基づき、ヤンセンバイオテック、東レ株式会社、P and Gイノベー

ション合同会社、マルホ株式会社、資生堂みらい開発研究所、ライオン株式会社により本研

究に関わる研究費の一部の提供を受けて実施しますが、資金提供者の意向が研究に影響する

ことはありません。また、利益相反（利害関係）については、本臨床研究は京都大学と日本



たばこ産業株式会社との共同研究契約に基づき、同社より研究資金の提供を受けて実施しま

す。  

2） 利益相反

「奈良県立医科大学利益相反ポリシー」「奈良県立医科大学利益相反管理規定」

に従い「奈良県立医科大学利益相反管理委員会」において適切に審査されています。また、

マルホ株式会社が出資している産学共同講座に所属している研究者が参加しています。

14. 研究対象者およびその関係者からの求めや相談等への対応方法

1） 研究課題ごとの相談窓口

奈良県立医科大学附属病院 皮膚科 新熊 悟 

住所：奈良県橿原市四条町840番地 

電話：0744-22-3051 

e-mail：dermatol@naramed-u.ac.jp

京都大学病院・医学研究科皮膚科  椛島 健治（かばしま けんじ） 

住所： 〒606-8507 京都市左京区聖護院川原町54  

Tel： 075-751-3310（皮膚科直通）  

FAX： 075-761-3002  

2） 京都大学の相談等窓口

京都大学医学部附属病院 臨床研究相談窓口 

Tel：075-751-4748  

E-mail：ctsodan@kuhp.kyoto-u.ac.jp




